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国際交流・韓国

　皆さん、こんにちは！年末年始はついつい食べ過ぎてしまい、太

りがちですよね。今回は、正月太りをなかったことにできるかも
3 3

しれ

ない、韓国で話題の食品をご紹介します。

　韓国人が大好きな美容とダイエット、さらに健康にも良いというこ

とで、今韓国のテレビ放送などでも紹介されているのが「カラマンシー」

です。カラマンシーはフィリピンで人気のある、シークヮーサーに似た

柑橘類の果実で、酸味が強くさっぱりとした味が特徴です。

　「奇跡の果実」と言われているカラマンシーには、レモンの30倍も

のビタミンCが含まれています。ビタミンCは、疲労回復やストレス

緩和にも良い栄養素で、シミやくすみの予防やコラーゲンの合成、免

疫力を高めて風邪を引きにくくする効果もあります。

　また、ビタミンＰとも呼ばれるヘスペリジン成分は、ビタミンＣ

の消耗を抑制するだけでなく、中性脂肪の原料となる脂肪酸を燃焼

させ、中性脂肪やコレステロール値を改善するため、血管の健康にも

良く、動脈硬化や脂肪肝などの生活習慣病の予防につながります。

　カラマンシーの果実は、主に飲み物や食品に香りをつけるために使

われます。韓国では、果汁の原液や果汁パウダー、果実酢、ジュース、

こんにゃくゼリーなど、カラマンシーを使ったいろんな種類の食品が

販売されており、スーパーやコンビニなどで手軽に買えるほど人気が

あります。最近は果汁を焼酎に割って飲む「カラマンシー酎ハイ」が

流行っています。
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お詫びと訂正

広報だざいふ12月号「季節の生け花」の流派
に誤りがありました。正しくは「草月流」です。
お詫びして訂正します。
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